当面の治水目標の設定における事業効率評価指標について
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現在価値化しない場合、投資効果は効果1,500万円から投資1,000万円を差し引いた、500万円となる。
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一定の割引率（ここでは社会的割引率4％を採用）で現在価値化した場合、投資効果は　　の合計である1,338万円となる。
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（注）実際の治水事業の場合は、建設にはある程度の期間が必要であり、また維持管理費用においても整備後50年間分を計上して算出するが、ここでは便宜上、建設費のみを初期投資と表現している。また、建設した施設は完成後50年間供用され、毎年同じ被害軽減効果が得られるものであるが、ここでは便宜上、3年間のみ効果が得られるとして表現している。
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■ 毎年500万円の効果を３年得ることができる事業
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３年間の　　の合計が費用　　と等しい
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割引率を23.4％として現在価値化した場合、１年目以降に得られる効果の現在価値　　の合計が投資額　　と同じ1,000万円となる。そのときの割引率23.4%を内部収益率という。





が各年度で得られる効果





現時点





効果





費用





23.4％





投資


1000万円





３年目の効果の現在の価値


266万円





23.4％





２年目の効果の現在の価値


328万円





１年目の効果の現在価値


405万円





時間





4％





4％





4％





4％








481万円





23.4％





効果


500万円





23.4％





期間








